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最近における超短波周波数変調受信機の傾向
Tendency of the Latest VHF/FM Radio Receiver

今 西 久 弥* 鈴 木 虎 雄*

内 容 梗 概

超短波帯の利用度の急激な増加により,最近混信妨害が大きな問題としてとりあげられるにいたった｡

このた臥,超短波FM受信機に混信保護比として,-信号法選択度のほかに,感度低下,混変調,スプ

リアス感度などしだいに厳格なる性能が要求されるようになったので,ここにはこれらの問題について

説明し,あわせて,このほどこれらの諸要求に基いて製作されたSEM-254塑150Mc/FMおよびSEM-

255型30Mc/FM無線機の性能を紹介してある｡

〔Ⅰ〕緒 言

超短波帯における周波変調無線電話

装置が実用化されていらい,その小型

軽量の点,雑音につよい点,電界強度

の変化の影響を受にくい点など多くの

特長を有するためにその利用度が急激

にまし,最近でほ割当周波数の不足か

ら一部周波数割当の再編成さえ考えら

れるようになってきている｡一方これ･

ら通話路密度の増加とともに,無線機

運用上から種々の問題一特に混信保護

比の間 が大きく取上げられるにいた

り,送信機においては周波数安定度,

スプリアス幅射,過変

信機においては

防止など,受

部発振周波数の安定

度,広義の選択度(スブリアス感度,

受感度低下,混変調)などの特性の改

善が望まれている｡以下特に受信機に

ついて最近問題になっている諸点につ

ベ,あわせてこれらの諸要求

に づいて最近日立製作所が製作した
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SEM-254壁上およびSEM-255≧臼FM無線機の性能を紹

介して大方の御批判を仰ぐ次第である｡

〔ⅠⅠ〕採択度につし､ての諸問題

従来選択度といえば一 旨法による振幅周波数特性の

みが問題むこされ,結果的には中間周波増幅段の選択特性

がつねに受信機性能比 の対象として用いられてきた

が,超短波の利用度が急激に増加するにつれて,周波数

割当の密度が増加し,同一地区に近接チャンネルが同時

にいくつか並存する機会が多くなったため,これら近接

通話路の強力なる電波により相互に混信妨害をおよぼす

ような事態がしばしば起ったので,希望信号以外の周

波数の電波にいかに妨害されないかの尺度として選択度

*
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が広義に解釈されるようになった｡たとえばⅠ.R.E.

Standard(1949)(1)では選択度を｢受信機が希望信号と

それ以外の周 数の妨讃を区別する能力の度合｣として

定義しており,二信号法による選択度の測定法を提案し

ている｡さらにCCIR(2)(1953)の勧告では,受信機の

選択度は｢受信 同が機 されている目標の希望信号と他

の周波数の信号とを弁別する受 機能力の尺度である｣

とし,希望信号と妨告信号のレベルが直線領域にある

ときは一信号法選択度により,もしレべ′レが非直線効

果を生ずるほど高いときは実効選択度(Effective SeleL

Ctivity)によるのがよいとして,ブロツキング,クロス

モジュレーション,インターモジュレーションなどの測

定を勧告しているなど,しだいに実用上から起る要求が

仕様化される傾向にある｡我国においても最近にいたつ
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て上述の広義の選択塵→一信号法選択度,感度低下,

温変 (インターモジュレーション),スプリアス感度な

どが含まれる に対する合理的な仕 化が行なわれる

とともに,これらの仕様に基いて受信機が製作されるよ

うになった｡以下われわれが昨年警察庁仕様に基いて製

作した SEM-254型およぴSEM-255塑仁FMい矩線機

(MPR-1型150McおよぴPR-3塾 30Mc帯FM無

線機)相当品を例にとり説明する｡

(り 一倍号法選択度

30Mc特においてほj=30keにて80db以上,150

Mc帯においてほ±40kcにて80db以上要求される｡

したがって第二中間周波増幅段の初段に集中濾波器を用

いて,如上の減衰をとっている｡SEM-255型および

SEM-254塾の測定結果を弟1,2図に示す｡

(2)感度低下(Des即Sitization)

希望信号を受信中の受信機にいまたとえば隣接通話路

(Adjacent Channel)の大きな妨害入力がはいつたとす

ると,近接周波数に対してほほとんど選択性をもたない

高周波段,第一中間周波段において妨芳信号はそのまま

増幅されブロッキングを起して, ~Fする｡

この場合ブロツキングは妨害信号の大きい段から順に,

すなわち第二混合管,第一中間周波増幅管,第一混合

管,高周波管の順序でおこすことになるが,第一中間周

波増幅段をはぷき第一混合管と第二混合管の間に妨害波

に対して第一混合管の変換利得以上にその振幅を減少せ

しめる第一中間周波集中濾波器を挿入することにより第

二混合管,第一中間周波増幅管におけるブロッキングを

防ぐことができる｡したがって第一混合管におけるブロ

ッキングだけが一番問題となるので以下これについて解

析する｡

いま真空管の特性を弟3図の曲線で近似させる｡その

ときは次式のごとく表わすことができる(4)(6)｡

ツ=α0十α∬十ゐ∬2+cが+血4

ただし α0=0.06366 み=0.7639

d=-0.3395

α=0,5 (:=0

‥(2-2-1)

次に第一混合管iこ加わる電圧ほ次式により表わせる｡

∬=A cos仙1≠+βcos(山2ま

+C cos〟ノ3≠+g

ただし A cos仙1f

月cos(〟2≠

C cos(〃3f

∬

受信信号

局発信号

妨害信号

バイアス電圧

…(2-2-2)

(2-2-2)式を(2-2-1)式にいれ,第一中間周波数功一仙2

の項を拾うと,

集 号 第2集 別冊第18号
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第4図 真空管6AU6 の 極管特性
Fig.6.Characteristic Curve of Trode

Connection of Vacuum Tube Type

6AU6

((り1-(〟2)の振幅=0.7639A･β-0.51A･月-(A

+月+2C2+4g2) (2-2-3)

すなわち妨告信号電圧Cが増加するにつれて第一中間

周波数((〃｢(〃2)の振幅が減少する｡いま受信入力に換算

して6dbの感度低下の場合は,(2-2-3)式のAの代わ

りに2Aを入れたときの(叫一山2)の振幅と,(2-2-3)式

において妨号 号C=0 のときの(叫一仙2)の振幅が等

しいとして0･7639(2A)･β-0.51(2A)･β†(2A)+月+

2C2十4∬21=0･7639A･β-0.51A･月‡A十β+4茸2i.…‥…

(2-2-4)がえられる｡

一般にβ≫Aであるから

月+4C2+4g2=1.479.…
‖(2-2-5)

がえられる｡したがって局発電圧βおよびバイアス電

圧gがわかれば妨害入力Cの値が計算により求められ

る｡

(SEM-255塾の計算例および実測例)

受信入力に換算して6dbの感度低下を起こす妨害入

力が受信入力よりも90db以上の規格について計算す

る｡弟4図に示す特性を有する6AU6の三極管接続回路

を第一混合管として使用した場合,(2-2-5)式を用いて

第一混合管における妨害入力を計算すると125db(1.78

V)がえられる｡したがって感度低~Fを90db以上にと
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第1表 SEM-255塑受信機6db感度低下妨

害入力

Tablel･UndesiredInput for6db Desensiti-

Zation of Type SEM-255Receiver.

るた捌こは入力回路の整合損失を6db とし,受信機の

20db雑音抑制感度が¶2db とした場合アンテナ入力

ほ90db-2db-6db=82dbしたがって第一混合管入力

(125db)¶アンテナ入力(82db)=高周波利得(43db)

であるから高周波利得は43db以下でなければならな

い｡SEM-255型による実験でほ第l表のごとき実測値

がえられてをり,実測値が計算値より若干低めにでるこ

とは注意を要する｡

(3)混変調(lnt即一仙)dulation)

希望 旨ムに調整された受信機に隣接通話路(ム±

△′)と近接通 路(ム士2△′)の高いレベルの妨賃

入力が同時にほいると受信機の非直線部分により,その

高調波間のビートムを生じ入力とLて受信される,す

なわち混変調を起す｡

たとえば三次の混 調について例をとると

2(ム±△′)-(ム±2△′)=ム
…(2-3-1)

となり受信周波数と同一周波数を生じ受信されることに

なる｡棍変調を起す順序は感度低下の場合と同様であり

第一中間増幅段を省き,代りに高選択作の第一中間周波

集中濾波器を挿入すれば第一･混合管における混変調のみ

が問歯として残る｡したがって第3図の真空管特性を仮

定して解析を進めてみる｡第一混合管の格子に加わる電

圧を次式のごとくおく｡

A cosα〕1f+月cos仙2≠

+C cos(少3f+∬

ただし Acos(り1f隣接通話路fしi号

(ム±△′)

月cosαj2t

Ccos(〃3f

八､

(2-3-2)式を(2-2-1)

問周波数(2(〃｢(り3一山2)

局発信力

近接通話路信片

(尤±2△′)

バイアス電圧

‥(2-3-2)

式にいれ,混変調による第一中

の項を いだすと

(2叫｢叫｢叫)の振幅=言dA2βC…(2-3-3)
したがっていまム±△′および力士2△′が同一振幅

にて妨害入力としてはいったとすると,

第 2 表 SEM-255型受信機温変調入 力

Table2･UndesiredInputforIntermodulation

Of Type SEM-255Receiver

〈
295Mc

〈

〈

十60kc

十120kc

-60kc

-120kc

十 60kc

+120kc
44Mc

ノー60kc
し-120kc

36db
.-3.5db

32db
■

-2.3db

74.5db

74.5db

76.5db

76.5db

温変調による第1中間周波振幅

72db

70db

70db

72db

=0･5093A3･且…………………‥(2-3-4)

となる｡

次に希望信号のみがほいつた場斜こついて計算する｡

∬=Ao cos(〃of+月cos(リ2f+g

ただし Ao cos(〃of 希望信号

月 cos(り2≠ 局発信号

茸 バイアス信号

…(2-3-5)

(2-3-5)式を(2-2-1)式にいれて第一中間周波((叫｢

(り2)の項について拾うと

(叫｢仙2)の振幅=0･7639Aoβ+0.5093(A｡3β

+Aoβ3+4A月度2)……………(2-3-6)

β≫AoであるからAo3･βの項を省略すると

f希望信号による第一中間周波数振幅

Ao†0■7639月十0.5093(が十4βg2日

(2-3｢7)

(2-3-4)式および(2-3-7)式を比較すると希望信号に

よる中間周波出力が受信入力に比例するのに対し,混変

調による中間周波出力ほ妨胃入力の3剰こ比例する点よ

りみて,高周波利得はできるだけ下げた方が望ましいこ

とが,感度低下の場合と同じく結論づけられる｡いま妨

害入力が希望信号よりも67db高いレベルにあるときの

中間周波出力が希望信号による中間周波侶力と同一であ

った場合の第一混合管に加わる妨害入力を計算する｡

すなわち

A=2･239×103Ao
……………………(2-3-8)

と置き(2-3-4)式と(2-3-7)式を等しいと置けば

0.5093A3月=
2.239×103

(0.7639月

十0･5093(が4β方2))…………(2-3-9)

がえられる｡~す-なわちバイアス電圧考.局発 圧βがわ

かつていれば,このときの妨害入力が計算できる｡

SEM-255型の計算例および実測例:
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ス プリ ア ス 周 波数蓑(1)
Table of Spurious Frequencies

受信局政教 fr=29.5Mc Nn=4

∴･∴＼＼ご･ご∧い‥･･
レスポンス周
波数′(Mc)

4.3

23.20

14.60

備 考

(十0.7)

23.05

28.j労

24.20

33.65

29.a5

(-1.0)

(-0.15)

26.63

23.77

希望信号による20db奈臣音抑制感度と同じ値の混変調

積を生ずべき妨告 号二波が希望 号よりも67db以上

の規格に対し,第4図の6AU6の三極管接続の場合に

ついて(2-3-9)式を用いて計算すると,第一混合管の妨

害入力は100db となる｡したがって20db雑音抑制感

度-2db(開放端電圧)の受信機についてみれば妨害入

中心周波数ガ〟C

ー〝♂一甜♂-〟♂一控ク♂十謝十勿♂+躍十∂〃

浩1ス棟 数(〟どノ

第5図 SEM-255型 受信機

高周波選択特性
Fig.5.R.F.Selectivityof

Type SEMT255Receiver

letDaT

〔1〕

ス プリ ア ス 周波数表(2)
Table of Spurious Frequencies

受信周波数 fr=44Mc No=6

人力政次数
､-∫･ 門憲禦帰納勅l蒜品等て孟警備

O 1 4.3

50.62

42.02

57.23

48.`3

(-1.98)

(4.63)

35.23

10/1定

11ノ12

12/l望

13/12

30.93

38.54

34.24

37.55

45.15

40.85

(-2.15)

(1.15)

41.13

18/18
38.27

力はこれより 67db高い65db,アンテナ入力にして

65db-6db=59dbであるから高周波利得は100dbH59

db=41db以下でなければならない｡SEM-255塑目につ

いての実測例を第2表に示す｡計算値が実測値よりも上

回っており,この点注意しなければならない｡

(4)スプリアス感度(Spurious Respor･Se)

中心J引渡数/J/ガ材C

ー､

､

ーノ ♂ 十/ 十2 一,ブ

ノ可波 敷 川ご)

第6図 SEM･254型 受信機

高周波選択度特性
Fig.6.R.F.Selectivityof

Type SEM-254Receiver

(a)第1局発周波数に起因す

るスプリアス感度

力 水晶発振周波数

凡)局発逓倍数

Ⅳg 水晶発振周波数の倍数

穐 妨害波の高調波次数

ム スプリアス周波数

力 中間周波数

木も 局発周波数

(メ柁=凡.･.た)

とすると一般に次式が成立する｡

乃･ム=J梅た±カ(2-4-1)

.＼､､ご
. ノ▲
メ･柁±-

乃｣Ⅵノ
′…一

犯

(2-4-2)

すなわち(2-4-2)式からスプリア

ス周波数が計算できる｡これから計

算されたスプリアス周波数のうち比

較的希望信号周波数に近いもの,す

なわちⅣ∫/乃Ⅳが1に近いものが間
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第7図 SEM-255型受信機第一中

間周改選択度特性
Fig.7.1stI.F.Selectivity of

Type SEM-255Receiver

題であり高周波選択回路および局発

度を決定する要因となる｡

SEM-255型の計

｣仰㌧都-〝｢〟一Z♂ ♂十ガ十戒7上州十βJ {/几1

周波数(〝C)

第8図 SEMト254塑 受信機第

一中間周改選択庇特性
Fig.8.1stI.F.Selectivity of

Type SEM-254Receiver

倍選択回路の選択

例および実測例:

SEM-255塾の周波数範囲は29.5～44Mcであるから

上述の式を用いて,29･5Mcおよび44Mcについて計

算すると舞3,4表のごとくになる｡

ただし,第一中間周波数

逓倍数 29･5Mc

44 Mc

4.3Mc

4遮借

6逓借

局発周波数は受信周波数よりも低くとる｡

すなわち舞3,4表よりわかるごとくもつとも受信機

が妨害を受けやすい周波数は影像周波数のほかに29･5

Mc帯では27,2Mc(jL-2,3Mc),44Mc描では42･02

Mc(′ノー1.98Mc)でありともに受信周波数よりも 2～

2.5Mc 低い周波数である｡ 波周.-り
ユr■l析
てつがたし 路回択

において影像周波数を80db以上減衰,受信周波数より

2Mc低い周波数を40db 以上減衰させ,局発逓倍選

択回路において 倍数以外の高調波を50db以上減

表させればスプリアス感度を希望信号 麗よりも80db

以上とることができる｡かかる選択回路は一"同調方式

を採用した場合,コアーの材質を適当に選べば高周波選

択回路においては三重同調国路(TrippleTunedc･C･t)局

発逓倍選択回路においては複同調回路(Double Tuned

c.c.t)を用いて容易に実現しうることが計算される｡

弟5,6図にSEM-255型およぴSEM-254別の高周

波選択度特性を示す｡かかる高選択度回路の使用により

SEM-255型のスプリアス感度ほ29.5Mc,36Mc,44Mc

用して 二局発周波数に

の各バンドにおいて全スプリ

アス感度100db以上の実測

値をえている｡

(b)第2局発周波数に

起因するスプリアス感度

(2十ト2)式を用いて同

計算できるが,普通第二同発

水晶発振周鎖数を 倍して用

いることほないので,大きな

スプリアスレスポンスをもつ

ものほ少く,力士
ホ2
(±の

符号は第2局充用波数を第一

中間周波数より高くとるとき

は正,低くとるときは負であ

る)のみを考えればよく同様

の設計方針により第一混合器

と第二混合器のあいだに4セ

クションの高選択度回路を使

関する近傍周波数のスプリア

ス感度108db以上の実測値をえている｡SEM-255型お

よびSEM-254塾の第一中間周誠選択特性を売7,8図

に示す｡

第9図

Fig.9,

Radio

SEM-255型30Mc/FM送受信機の上面図

TopView of Type SEM-25530Mc/FM
Equipment

第10図
Fig.10.

Rad壬0

SEM-254型150McノFM送受信機の上面図

Top View of TypeSEM-254150Mc/FM
Equipment



日

周波数

第11図 受信機低周波特性

Fig･11･AudioFrequencyChaT

racteristics of Receiver

通 信 機 器 特 集 号 第2集

第12[窒l初段入力回路の等価回路

Fig･12.Equivalent Circuit forIn_

put-Circuit of thelst Stage

第13岡 SEM-255型受信機系統図ならびに各段利得配分
Fig･13･ Block Diagram ofType SEM-255Receiver&Gain

Distribution of Eaeh Stage

〒.r′

第14図 SEM-254型受信機系統図ならびに各段利得配分

Fig･14･ BlockDiagramofTypeSEMq254Receiver&Gain

Distribution of Each Stage

Table

SEM-255型 受 信 機 受 信 感 度
SensitivityofTypeSEM-255Receiver

周 波 数iS/N(入力Odb):S/N(入力15db) S/N(入力30bd)

中間周波辟域幅

低周波特性

(3-1-2)式より

って受信機の

別卜冊第18号

〔ⅠⅠⅠ〕受信感度につし､

ての問題

一般に受信感度は規定変調波

入力に対する出力側における

5/Ⅳで指定されるのが常通であ

り,しだいに厳格な仕様が要求

されるようになってきたが,特

に低雑音回路を使用せぬかぎ

り,いかに高周波増幅器の利得

を上げても入力回路および初段

増幅器により定まる雑音指数に

限度があること,また選択度の

項にて たように感度低下,

混変調などは高周波利得に関し

てほ感度と相反関係にあり,こ

れらの規格から制限を受けるこ

となどから設計上受信感度が制

約されることになる｡周波数変

調受信機の5/Ⅳは次式でえられ

る｡

(5/Ⅳ)=(C/Ⅳ)′ダ･J｢

2†ニ:

(3-ト1)

ただし(C/Ⅳ)′メ･中間周波

段の信号対雑書比

J~' 広帯域利得

この場合受信機の低周波特性

を第Il図とすると広帯域利得

ほ次式のごとく計算される(5)｡

/▼=塑_Pヲ(/ざ)二βJそ
′2?(′)d′

ただし 4F

ム

………(3-1-2)
周波数偏移

周波数

見げ 中間周波帯

域幅

(SEM-255塾の計算例)

変調周波数 1kc

周波数偏移 7.5kc

30kc

300､5,000c/s PM特性

r=22･5dbとして計算される｡したが

度を開放端入力 O db(1/Ⅳ)のとき

斗N=30dbとりたい場合S/Nd一〕(30db)-rd一〕(22.5db)

=C/Ndb(7･5db)すなわち中間周波までの(C/N)を7.5db

に設計すればよいことになる｡



最近 におけ る 超短波周波数変

次に受信機の入力回路を第】2図のごとく,アンテナ

インピーダンスをアンテナコイルの二次側に換算し

属仇:二次側に換算されたアンテナインピーダンス

月2:アンテナコイルの同調インピーダンス

属官:真空管入力抵抗

月間:後段の推古をふくめた雑音等価抵抗

とすれば雑音指数はの次ごとくにして求められる｡

ダ=1+可忘去十
5.月F

凡
■

月2

ただし 月=屈2′′凡′′屈7ル

SEM-255壁!の計算例:

初段高周披増幅管 6CB6

第一混合管

……(3-1-3)

6AU6(三極管接続)

12kJ之

20kn(36Mc)

私1+属ヤ2=1.85k∫ユ

ただし 凡1初段管の等価雑音振杭1.45kn

点γ2混合などの等価雑音抵抗

丘習2は高周波利得20db,混合管の変換コンダクタソ

スを1mびと仮定すると初段管格子側に換算して0.4krえ

したがって雑音指数は6.5db(4.45)と計算される｡

いまアンテナ回路は整合がとれているとして計算する

と,開放端入力Odb(1/Jり のとき,信号電力は

5=(10▲6)2/4×75

ただし アンテナ板紙は75･n

雑音啓力Ⅳは

Ⅳ=茸rβ●ダ

ただし屠Tボルツマン定数×温度(0.4×10■20w/c)

β 維
コl/ニ

i∃ 価滞威幅 30kc/s

上式より各値をいれて β/Ⅳ二7.9db(6.25)がえられ

るから変調周波数1kc,周波数偏移75kcの変調波入力

が開放端電圧Odbのとき,高周波利得を20db以上と

れば5/Ⅳ30db以上とれることになる｡以上の計算に

おいてはアンテナ入力回路が整合された場合について計

算しているので,アンテナ回路の井圧比はアンテナイン

ピーダンスを75nとすれば20dbえられることになり,

高周波利得20dbを加えて,綜合高周波利得40db以上

が5/Ⅳ30db以上とるための所要利得となるが,す

ベたように感度低下,混変調などより綜含高周波利得は

41db以下にすることが要求されてをり,実 の5/Ⅳの

規格は20db以上であること,入力回路ほ整合条件より

若干ずらすことにより少し5/Ⅳの向上が期待できるこ

となどの理由により綜合高周波利得は36､38dbぐらい

にとるのが望ましいことが結論される｡実 の利得配分

図を策13,14図に示す｡これらの利得酉己分により弟5表

に示すような結果をえている*｡

受信機の 傾向

希望信男偶)クJβ

崩書信胃(絡十ムr)

第15岡 二信号選択度測定法の 接続 図

Fig,15.Connection Diagram of Two-Signal

Selectivity Measurement

〔ⅠⅤ〕今後の諸問題

(1)二信号法による選択度

I.R.E.Standard による提案では,弟15図のごと

く憤準信号発生器を2台整合回路を通して受信機入力回

路に接続する｡1kc/s にて70%変調された希望受信

周波数ムの出力を標準信号発生器No.1より受信入力

回路にいれそのときの受信入力が標準入力(たとえば

1/JV)になるように標準信号発生器の山力を調整する｡

次に400c/sにて70%変調された妨害信号ム+』ダを

標準信号発生器No.2よりいれ,その出力を受信機の

5+Ⅳ+か/〃+♪が6dbに低下するまで増してやり,そ

のときの妨害信号侶力と希望信号出力の比をもって

ム十d′の選択度としている｡ただしS信号,N雑音,D讃

すなわち周波数被変調波は理論的に無限大の側市波を含

むので一信号法による選択度特性からは,側市波による

妨害の程度を知ることはできないが,2信号法によれば

同一通話路における周波数被 調波による妨害の傾向を

つかむことができ,また400c/s以外の周波数iこよる被変

調奴妨害に対してもその側市波分布さえわかつていれ

ば,選択度曲線を用いてその妨害状況を算定することが

できる｡しかしI.R.E.StandardによるS十N+D/N+D

=6dbの値については実川状態において了解度の点で問

題があり,実験上10dbの値が提案されている例があ

る｡また実 の測定上測定器の周波数安定度, 率,雑

昔などに問題があり,まだ二信号法について仕様化され

た例はみられないが,同一通話路(Co-Channel)妨害保

護比を示す尺度として今後しだいに用いられることにな

ろう｡

(2)40kc通話路分割の問題

選択度の項においても述べたように近年ますます超短

上記の計算において(C/Ⅳ)=7.5dbは5/Ⅳ改善点

(C/〃=9db とされている)以下であるから(3-ト2)

式を用いて広帯域利得を計算するのは理論的な厳密

さを欠くわけであるが,ここでは大略の値をだすた

めに上記計算によった｡



日 ､･･
:･ 通 信 機 器 特

波帯における需要が増加する幌向にかんがみ,現

150Mc帯の80kc間隔を40kc間隔にあらため通話路

を増加せんとする がだされている｡この場合通話路問

隔狭少化にともなう混信妨害の対策として受信機に要求

される性能は,

(a)第二

(b)混

波間間中

調,感度低下の点より第1中間周波選択度

の向上

(c)局部発振周波数の安定 の向上

などが望まれることになろう｡今後に残された課題であ

る｡

〔Ⅴ〕桔 言

以上最近の受信機に要求される諸問題一特に混信保護

比を中心にして述べたが,これらの諸要求に基づいて製

作されたのがSEM-255塾,30Mc/FMおよびSEM-

通信用ポリエチレン絶縁鉛被電線

PolyethyleneInsulated Lead Sheathed

Hook Up Wire

通信機器内部配線用としてほ従

晶

ゴム絶縁鉛被電線が

相当多く使用されている｡これほこの電線が鉛被を遮蔽

体として使用し,配線時に任意の個所で接地することが

できる利点があるためである｡

しかしながらゴム絶縁鉛被 繰は仕上外 き大が径

多本数配線した場合機器の容積が大きくなるという欠点

があった｡

日立電線が完成したこの新型ポリエチレン絶縁

線はゴム絶縁鉛被電線と同

被電

の長所を持ち,しかも仕上

外径の小さい,機器配線用としてきわめて好適なもので

ある｡

この電線ほ弟l図に示すように導体に被覆したポリエ

チレン絶縁体の周上にマイラーテープ(ポリエチレンテ

レフクレートのテープ)を纏巻し,その上に鉛被をほど

こしたものである｡ポリエチレンほ電気的特性にすぐ

れ,被覆厚をゴムの場合より薄くすることができ,マイ

ラーテープほ被鉛の際の によるポリエチレン絶縁体の

変形,変質を防止する断熱層として設けたものである｡

この断熱層はきわめて効果的で,従来不可能祝されて

いた単心電線のポリエチレン被覆上の鉛被を可能とした

ものである｡またマイラーテープは薄いもの(0.025Inm

程度)でも十分な機械的強度を持っているので電線の仕

号 第2集

150Mc/FM

別冊第18号

短波移動用無線電話装置であり,いずれ

も満足せる特性を備えている｡性能の詳細については日

立評論第38巻第8号(7)に紹介されているので併読してい

ただけば幸甚である｡

潤筆するにあたり程々御指導をいただいた関係各位に

深甚なる謝意を表する次第である｡
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第1区l二通信用ポリエチレン絶縁鉛被電線

の構造

Fig･1･Construction
of Polyethylene

Insulated Lead Sheathed Hook Up

Wire

上外径をほとんど変えない程度に纏巻することかでき
●




